
 
 
 事業の背景                                  
 
◆性虐待が疑われる子どもは、被害の事実確認のために、児童相談所、警察、検察な

どによる調査・捜査面接で何度も辛い体験を話さなければならず、その度にトラウ
マを再体験させられ深刻なダメージを受けています。 

 
◆子どもの負担を最小限にし、証言の信憑性を維持するためには、関係機関の連携に

より司法面接を１回にすることが重要ですが、日本では多機関連携チーム（MDT）
による司法面接の実施についての必要性や有用性が十分に理解されていません。 

 
 
 事業の概要                                  
 
◆MDT の枠組みによる司法面接実施の必要性を啓発することを目的として、ＭＤＴ 

の構成職種を対象に、RATAC 司法面接研修と通告義務者向けの RIFCR 研修を実
施しました。 

 
◆さらに、米国の最前線で活動する実践者を招聘して、「第１５回子ども虐待防止シ

ンポジウム」を開催し、性虐待の初動調査・捜査で機能する MDT について啓発し
ました。 
 

◆助成事業を通じて、性虐待や司法面接について正しい知識を持つ司法面接者や専門
家が２０都道府県に４７人誕生しました。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

キーワード 児童虐待 啓発 活 動 地 域 神奈川県 

事 業 名 性虐待児童に対する司法面接研修・啓発事業 

事 業 年 度 平成 24 年度 助 成 金 額 5,114 千円 

団 体 名 特定非営利活動法人 子ども虐待ネグレクト防止ネットワーク 

所 在 地 
〒259-1131 神奈川県伊勢原市伊勢原１－３－４７ 

ＴＥＬ：0463-90-2715 

団 体 Ｈ Ｐ http://cmpn.childfirst.or.jp/ 

 

☞多職種が一緒に研修を受講することで、他の機関の機能や専門性を理解し、専門職の垣根
を越え、お互いを尊重しながら連携できるチームの組成が期待されます。 

 
☞実施地域に多機関連携チームが誕生するなど、少しずつ現場が動き始めており、MDT によ

る司法面接の定着に向けた動きが着実に進展することが期待されます。 

 

ここに注目！ 

活動報告書 
＜クリック！＞ 

http://cmpn.childfirst.or.jp/
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